
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

シンガポールの国民統合政策と華語派華人

田村, 慶子
北九州市立大学大学院社会システム研究科 : 教授

https://doi.org/10.15017/20594

出版情報：法政研究. 78 (3), pp.543-566, 2011-12-20. 九州大学法政学会
バージョン：
権利関係：



シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
民
統
合
政
策
と
華
語
派
華
人

田

村

慶

子

は
じ
め
に

第
Ⅰ
章

封
印
」
さ
れ
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
一
九
六
五
年
〜
七
八
年
）

（
１
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立

（
２
）
英
語
国
家
へ
の
誘
導

（
３
）
南
洋
大
学
の
英
語
化
と
消
滅

第
Ⅱ
章

ア
ジ
ア
的
価
値
」
重
視
と
「
華
」
へ
の
回
帰
（
一
九
七
九
年
〜
九
〇
年
）

（
１
）
教
育
省
報
告

（
２
）
華
人
は
華
語
を
話
そ
う
運
動

（
３
）
宗
教
教
育

第
Ⅲ
章

華
化
」
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
九
九
一
年
〜
現
在
）

（
１
）
国
民
共
有
価
値
（S

h
a
red V

a
lu
es

）

（
２
）
南
大
再
評
価
と
復
校
、
復
名

お
わ
り
に

（78-３- ）889 543

論 説



は

じ

め

に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
西
部
の
ジ
ュ
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
一
帯
に
、
南
洋
理
工
大
学
と
い
う
工
学
系
の
国
立
大
学
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広

が
っ
て
い
る
。
西
洋
的
で
機
能
的
な
講
義
棟
や
研
究
棟
な
ど
の
建
物
を
抜
け
て
か
な
り
奥
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
突
然
、
中
国
風
の
美
し
い

瀟
洒
な
建
物
が
あ
ら
わ
れ
る
。
世
界
の
華
僑
、
華
人１

）の
歴
史
や
現
状
分
析
な
ど
を
行
う
華
裔
館
と
い
う
研
究
機
関
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
に

華
裔
館
が
監
修
し
た
『
海
外
華
人
百
科
全
書
』
は
華
語
（
東
南
ア
ジ
ア
で
は
中
国
語
の
こ
と
を
華
語
と
呼
ぶ
）、
英
語
、
仏
語
で
出
版
さ
れ

て
、
華
裔
館
の
名
前
を
一
躍
有
名
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
建
物
が
、
一
九
五
六
年
に
開
学
し
た
南
洋
大
学
と
い
う
私
立
大
学
の
旧
図
書
館

で
あ
り
、
新
図
書
館
が
完
成
し
た
後
は
本
部
（
行
政
棟
）
と
し
て
使
わ
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

南
洋
大
学
（
以
下
で
は
南
大
と
記
す
）
は
、
台
湾
と
香
港
を
含
む
中
国
の
地
以
外
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
華
語
大
学
（
華
語
を
主
な
教
育

言
語
と
す
る
大
学
）
で
あ
り
、
そ
の
開
学
と
運
営
の
資
金
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
や
華
人
た
ち
の

献
金
で
ま
か
な
わ
れ
、
大
学
の
土
地
も
華
人
社
会
か
ら
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
祖
国
を
離
れ
た
中
国
移
民
が
移
住
先
で
創
設
し
た
華

語
小
学
校
や
中
学
校
は
世
界
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
に
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
大
学
は
こ
の
南
大
だ
け
で
あ
る
。
南
大
は
、
祖
国
を
離
れ
て
東

南
ア
ジ
ア
に
や
っ
て
き
た
移
民
た
ち
が
、
こ
の
地
に
根
を
下
ろ
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
言
語
や
文
化
を
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
の
実
現

だ
っ
た２

）。

だ
が
、
大
学
は
開
学
か
ら
二
五
年
目
の
一
九
八
〇
年
に
消
滅
し
た
。
わ
ず
か
二
五
年
の
歴
史
し
か
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
南
大
を
思

い
出
さ
せ
る
も
の
は
、
セ
ン
タ
ー
前
の
広
い
庭
園
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
「
一
九
五
五

南
洋
大
学
」
と
刻
ま
れ
た
門
（
一
九
九
四
年
に
建
造

さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
、
本
物
よ
り
も
か
な
り
小
さ
い
）
と
「
南
洋
大
学
記
念
碑
」
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
い
く
ら
記
念
碑
を
注
意
深
く
読
ん
で

も
、
こ
の
地
に
壮
麗
な
建
築
の
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
も
の
中
国
風
校
舎
が
並
び
、
約
一
万
二
五
〇
〇
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
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た
大
学
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
だ
ろ
う
。

な
ぜ
南
大
は
消
滅
し
た
の
か
。
本
稿
は
、
人
口
三
七
〇
万
人
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
民
と
永
住
者
）
の
小
国
な
が
ら
華
人
七
五
％
、
マ
レ
ー

人
一
四
％
、
イ
ン
ド
人
九
％
、
そ
の
他
二
％
か
ら
成
る
多
民
族
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
民
統
合
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し
、
南
大
卒
業

生
に
代
表
さ
れ
る
華
語
派
華
人
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
国
家
の
ほ
と
ん
ど
が
直
面
す
る
問
題
、
す
な
わ
ち
言

語
や
宗
教
、
文
化
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
異
な
る
多
様
な
人
々
を
そ
の
領
域
に
抱
え
、
国
民
と
し
て
の
一
体
感
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
造

と
、
多
様
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
差
異
を
排
除
せ
ず
に
ど
う
共
存
、
共
生
す
る
か
と
い
う
「
原
理
的
相
克
」
に
対
し
て
、
一
つ
の
事

例
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
下
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
民
統
合
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
期
は
一
九
六
五
年
の
独
立
か
ら
七
八
年
ま
で
で
、
多
様
な
人
々
の
共
通
語
と
し
て
英
語
の
習
得
が
強
調
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
民
族
性
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
は
「
封
印
」
さ
れ
、
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
は
抑
圧
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
南

洋
大
学
の
教
育
言
語
は
、
こ
の
時
期
に
華
語
か
ら
英
語
に
変
わ
る
。
第
二
期
は
七
九
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
で
、
共
通
語
と
し
て
の
英
語
の
位

置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

ア
ジ
ア
的
価
値
」
重
視
の
な
か
で
民
族
性
の
「
封
印
」
が
解
か
れ
始
め
る
時
期
で
あ
る
。
第
三
期
は
九

一
年
か
ら
現
在
で
、
華
語
の
習
得
や
「
中
国
的
価
値
」
が
強
調
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
南
洋
大
学
の
再
評
価
が
行
わ
れ
、
華
語
派
華
人
の
間

で
「
南
大
復
名
運
動
」
が
一
時
的
に
せ
よ
盛
り
上
が
っ
た
。

な
お
、
華
語
派
華
人
と
は
華
語
で
中
等
教
育
以
上
の
教
育
を
受
け
た
人
々
を
指
し
、
華
語
の
読
み
書
き
が
不
十
分
で
、
中
国
各
地
の
出
身

地
の
言
語
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
々
は
含
ま
な
い
。
南
大
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
華
語
派
華
人
の
大
学
卒
業
生
を
輩
出
す
る
唯
一
の
教
育

機
関
で
あ
っ
た
。
華
語
派
華
人
に
対
し
て
、
英
語
派
華
人
と
は
英
語
で
中
等
教
育
以
上
の
教
育
を
受
け
た
人
々
を
指
す
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
華
語
派
華
人
と
英
語
派
華
人
の
対
立
が
社
会
に
大
き
な
亀
裂
を
生
む
の
で
あ
る
。
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第
Ⅰ
章

封
印
」
さ
れ
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
一
九
六
五
年
〜
七
八
年
）

（
１
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
住
民
に
と
っ
て
、
英
語
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
の
言
語
で
あ
り
、
習
得
す
れ
ば
よ
い
就
職
に

直
結
す
る
言
語
で
は
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
の
母
語
で
は
な
か
っ
た
。
華
人
の
ほ
と
ん
ど
は
華
語
お
よ
び
中
国
各
地
の
出
身
地
の
言
語
で
あ
る

福
建
語
や
広
東
語
、
客
家
語
な
ど
を
、
マ
レ
ー
人
は
マ
レ
ー
語
を
、
イ
ン
ド
人
は
タ
ミ
ル
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
な
ど
を
使
用
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
英
語
を
理
解
で
き
る
国
民
（
一
五
歳
以
上
）
は
全
体
の
七
〇
・
九
％３

）に
達
し
て
い

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
英
語
国
家
に
変
え
た
の
は
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
（L

ee K
u
a
n Y

ew

）
率
い
る
人
民
行
動
党
（P

eo
p
le’s A

ctio
n

 
P
a
rty

、
以
下
Ｐ
Ａ
Ｐ
と
記
す
）
政
府
で
あ
る
。

リ
ー
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
裕
福
な
商
人
の
家
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
は
子
ど
も
た
ち
を
イ
ギ
リ
ス
が
創
設
し
た
英
語
学
校
に
学
ば
せ
、

リ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
法
律
を
専
攻
し
て
一
九
五
〇
年
に
帰
国
し
た
。
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
彼
の
よ
う

な
英
語
教
育
を
受
け
た
人
々
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
、
華
人
の
大
多
数
は
華
人
社
会
が
運
営
す
る
私
立
の
華
語
学
校
で
教
育
を
受

け
、
現
地
化
し
つ
つ
も
祖
国
中
国
と
の
感
情
的
絆
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
英
語
校
と
マ
レ
ー
語
校
、
タ
ミ
ル
語
に
は
補
助

を
与
え
た
が
、
華
語
校
に
は
無
関
心
も
し
く
は
親
中
国
教
育
を
行
う
場
所
と
し
て
抑
圧
し
た
た
め
に
、
教
師
や
学
生
は
反
イ
ギ
リ
ス
感
情
を

強
く
持
ち
、
ま
た
独
立
運
動
を
担
お
う
と
す
る
左
派
の
若
者
が
多
か
っ
た４

）。
リ
ー
の
よ
う
に
大
衆
か
ら
遊
離
し
た
エ
リ
ー
ト
が
短
期
間
の
う

ち
に
権
力
を
握
る
に
は
、
す
で
に
大
衆
的
な
基
盤
を
持
つ
既
存
の
勢
力
と
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
リ
ー
は
い

く
つ
か
の
労
働
組
合
や
華
語
学
校
の
学
生
組
織
、
マ
ラ
ヤ
大
学
（
一
九
四
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
し
た
英
語
で
教
育
を

行
う
大
学
）
の
学
生
組
織
な
ど
の
顧
問
弁
護
士
を
引
き
受
け
て
、
左
派
の
労
働
者
や
学
生
の
信
頼
を
得
た
。

論 説
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彼
も
創
設
者
の
一
人
と
な
っ
て
一
九
五
四
年
に
結
成
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
、
リ
ー
の
よ
う
な
英
語
派
と
華
語
派
の
連
携
し
た
政
党
で
、
内
政

自
治
権
を
獲
得
し
た
五
九
年
の
初
の
総
選
挙
で
圧
勝
し
、
リ
ー
は
自
治
領
初
代
首
相
と
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
直
後
か
ら
マ
ラ
ヤ
連
邦
（
一

九
五
七
年
に
独
立
）
へ
の
統
合
を
め
ぐ
っ
て
党
内
は
分
裂
、
華
語
派
の
大
部
分
を
占
め
る
左
派
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
離
れ
て
野
党
を
結
成
し
た
。
し

か
し
そ
の
直
後
に
左
派
は
イ
ギ
リ
ス
に
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ
た
た
め
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
英
語
派
は
政
治
の
実
権
を
握
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
マ

ラ
ヤ
連
邦
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
の
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
が
統
合
さ
れ
て
六
三
年
に
成
立
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
一
州
と
な

る
こ
と
で
独
立
し
た
が
、
政
治
的
・
経
済
的
摩
擦
の
た
め
に
連
邦
中
央
政
府
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
分
離
を
決
定
、
六
五
年
に
共
和
国
と
し
て

独
立
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
独
立
か
ら
現
在
（
二
〇
一
一
年
）
に
至
る
ま
で
国
会
（
一
院
制
）
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
与
党
で
あ
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
政
治
、
経
済
、
社
会
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
る
。

（
２
）
英
語
国
家
へ
の
誘
導

多
民
族
国
家
に
と
っ
て
、
ど
の
言
語
を
国
語
や
公
用
語
、
教
育
言
語
に
す
る
の
か
は
き
わ
め
て
大
き
な
政
治
問
題
と
な
る
。
一
九
五
六

年
、
当
時
は
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
直
轄
植
民
地
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
立
法
議
会
は
、
主
要
な
四
言
語
（
英
語
、
華
語
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ

ル
語
）
を
す
べ
て
平
等
と
し
、
さ
ら
に
マ
レ
ー
語
を
国
語
と
し
た
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
と
経
済
用
語
と
し
て
の
英
語
の
重
要
性

を
明
記
し
た
「
一
九
五
六
年
教
育
白
書
」
を
採
択
し
た５

）。
言
語
に
よ
る
社
会
の
分
断
に
よ
う
や
く
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
五
九
年

に
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
政
権
に
就
く
と
、
こ
の
白
書
の
精
神
は
よ
り
強
化
さ
れ
た
。
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
の
統
合
を
前
提
に
「
マ
レ
ー
化
政
策
」
が
進
め
ら

れ
、
マ
レ
ー
語
習
得
の
た
め
の
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

突
然
の
独
立
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
大
き
な
変
革
を
迫
っ
た
。
も
は
や
マ
レ
ー
語
は
人
口
の
一
四
％
を
占
め
る
マ
レ
ー
人
の
言
語
で
あ
る

に
す
ぎ
な
く
な
り
、
熱
心
に
進
め
て
い
た
マ
レ
ー
語
習
得
政
策
は
六
七
年
に
は
自
然
消
滅
し
た
。
だ
が
、
マ
レ
ー
語
の
国
語
と
国
歌
に
は
変
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更
を
加
え
な
か
っ
た
。
隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
感
情
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、
都
市
国
家
の
安
全
保
障
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。で

は
、
華
語
は
マ
レ
ー
語
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
独
立
に
よ
っ
て
華
人
が
多
数
派
に
な
る
た
め
に
、
華
語
派
華
人
の
間
に
華

語
や
中
国
文
化
擁
護
へ
の
要
求
が
高
ま
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
独
立
直
後
の
六
五
年
九
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
は
、
華
語
の
公

用
語
と
し
て
の
地
位
を
新
憲
法
上
で
保
証
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
だ
が
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
は
、
隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
が
マ
レ
ー
語
の
国
語
化
に
向

か
っ
て
い
る
な
か
で
「
華
語
問
題
で
声
を
上
げ
て
、
そ
れ
を
政
治
化
し
な
い
よ
う
に６

）」
と
警
告
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｐ
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
華
語
の
強
調
は
、
第
一
に
、
分
離
独
立
に
至
る
深
刻
な
摩
擦
で
悪
化
し
た
と
は
い
え
、
経
済
上
も
安
全

保
障
上
も
重
要
な
隣
国
と
の
友
好
を
損
ね
る
こ
と
、
第
二
に
、
国
内
の
マ
レ
ー
人
や
イ
ン
ド
人
の
感
情
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
、
第
三
に
は
、

華
語
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
英
語
派
と
対
立
し
て
き
た
左
派
の
華
語
派
華
人
の
言
語
で
あ
る
た
め
に
、
華
語
の
強
調
は
左
派
の
台
頭
を
招
き
か
ね
な
い
と

考
え
ら
れ
た
。
華
語
派
の
要
求
を
抑
え
る
の
に
最
も
好
都
合
な
の
は
、
国
民
に
英
語
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

連
邦
と
の
統
合
の
失
敗
と
い
う
過
去
を
払
拭
し
て
新
し
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
創
造
す
る
こ
と
も
意
味
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
英
語
を
共
通
語
と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
創
造
」
が
国
民
統
合
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
語

重
視
を
強
引
に
進
め
れ
ば
「
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
戻
る
」

Ｐ
Ａ
Ｐ
英
語
派
の
言
語
だ
か
ら
」
と
い
う
非
難
が
内
外
か
ら
起
こ
る
だ
ろ

う
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
が
一
九
六
六
年
か
ら
教
育
現
場
で
実
施
し
た
二
言
語
政
策
は
、
し
た
が
っ
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
で
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
生
徒
は
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
同
時
に
「
多
人
種
・
多
文
化
主
義
」
と
い
う
政
策
も
採
ら
れ
た
。
す
べ
て
の

国
民
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
が
使
っ
た
分
類
に
従
っ
て
、
華
人
、
マ
レ
ー
人
、
イ
ン
ド
人
、
そ
の
他
と
い
う
四
つ
の
「
人
種
（

７
）

ra
ce

）」

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
や
文
化
、
生
活
様
式
は
平
等
と
す
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
英
語
は
第
一
言
語
で
あ
る
が
、
生
徒
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
母
語
を
第
二
言
語
に
選
択
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
英
語
を
教
育
言
語
と
す
る
学
校
（
英
校
）
で
は
、
生
徒
は
英
語
に
プ

ラ
ス
し
て
三
言
語
の
な
か
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
、
マ
レ
ー
語
校
で
は
英
語
と
マ
レ
ー
語
を
、
華
校
で
は
英
語
と
華
語
を
、
タ
ミ
ル
語
校
で

（法政研究78-３- ）548 894

論 説



は
英
語
と
タ
ミ
ル
語
を
学
ぶ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
言
語
政
策
と
は
い
っ
て
も
、
英
語
と
第
二
言
語
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
英
語
は
「
多
様
な
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
言
語
、
国
際
語
で
あ
り
経
済
発
展
の
た
め
の
言
語
」
と
い
う
高
い
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
一
方
、
第
二
言
語
は

「
各
人
種
の
伝
統
や
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
学
ぶ
言
語
」
で
あ
り
、
第
二
言
語
を
習
得
し
て
も
そ
の
言
語
で
学
べ
る
の
は
道
徳
や
文
学
な

ど
一
部
の
科
目
で
し
か
な
く
、
第
二
言
語
で
学
べ
る
世
界
は
矮
小
化
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
英
語
の
習
得
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

費
や
し
、
や
が
て
第
二
言
語
は
試
験
が
終
わ
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
言
語
と
な
っ
た
。

英
語
を
習
得
す
る
に
は
英
校
に
行
く
の
が
最
も
有
利
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
か
ら
本
格
化
し
た
外
資
導
入
に
よ
っ
て
英
語
の
経
済
的
価
値

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
子
ど
も
を
英
校
に
入
れ
る
親
は
急
増
し
た
。
政
府
は
さ
ら
に
英
校
で
の
道
徳
教
育
を
華
人
生
徒
に
は
華
語
で
行
う
こ

と
を
決
定
し
、
華
人
の
華
校
離
れ
に
拍
車
を
か
け
さ
せ
た
。
表
１
は
言
語
別
小
学
校
の
生
徒
数
の
推
移
を
表
し
て
い
る
。
英
校
を
選
択
す
る

割
合
が
急
増
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
よ
う
。
政
府
は
非
英
校
選
択
者
の
減
少
を
理
由
に
、
八
七
年
か
ら
す
べ
て
の
小
学
校
を
英
校
と
し
、

非
英
校
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
。
中
学
校
は
英
校
と
華
校
、
マ
レ
ー
語
校
が
あ
っ
た
が
、
華
校
と
マ
レ
ー
語
校
は
廃
止
さ
れ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
の
意
図
通
り
、
英
語
を
読
み
書
き
で
き
る
国
民
は
瞬
く
間
に
増
加
し
た
。

も
し
も
独
立
し
た
と
き
、
英
語
は
労
働
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
践
言
語
だ
か
ら
学
び
な
さ
い
。
さ
ら
に
は
母
語
も
学
び
ま
し
ょ
う
と
国
民
に
言
え
ば
暴
動
が
起
こ
っ
た
だ
ろ
う
。
二
言
語
政
策
に

よ
っ
て
、
や
が
て
生
徒
は
英
語
を
選
択
し
、
英
語
が
実
質
的
公
用
語
に
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
し
、
実
際
そ
う
な
っ
た
。
両
親
は
、
人

生
に
有
益
な
知
識
を
与
え
て
く
れ
る
英
語
を
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
る８

）」。
リ
ー
は
二
言
語
政
策
開
始
当
時
を
回
想
し

て
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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（
３
）
南
洋
大
学
の
英
語
化
と
消
滅

Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
が
推
進
す
る
英
語
国
家
へ
の
誘
導
に
と
っ
て
、
最
大
の
障
壁
は
南
大
の
存

在
で
あ
っ
た
。
南
大
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
華
校
の
抑
圧
と
い
う
危
機
感
か
ら
生
ま
れ
た

華
語
派
華
人
の
い
わ
ば
自
己
保
存
運
動
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
マ

ラ
ヤ
連
邦
は
「
マ
ラ
ヤ
内
に
小
北
京
、
小
南
京
を
つ
く
る
も
の
」

中
国
の
影
響
に
よ
っ

て
共
産
主
義
思
想
が
学
内
に
浸
透
し
、
南
大
は
共
産
主
義
の
温
床
に
な
る
」
と
し
て
開
学

に
強
く
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
南
大
を
大
学
と
し
て
承
認
し
な
か
っ
た９

）。
南
大
の
学
位
承

認
は
教
育
問
題
で
は
な
く
、
政
治
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
と
し
て
承
認
さ
れ
な

け
れ
ば
南
大
は
た
だ
の
私
立
の
専
門
学
校
と
同
じ
で
あ
る
。
承
認
問
題
は
新
入
生
が
進
級

す
る
に
つ
れ
て
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｐ
は
、
党
内
に
華
語
派
を
抱
え
て
い
た
こ
と
や
華
人
大
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め

に
、
一
九
五
九
年
総
選
挙
で
は
南
大
の
学
位
承
認
や
公
的
支
援
な
ど
を
掲
げ
て
闘
っ
た
。

与
党
と
な
っ
た
直
後
は
、
学
位
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
第
一
期
卒
業
生
に
対
し
て
個
別
に

試
験
を
課
し
て
公
務
員
や
教
員
と
し
て
採
用
し
た
り
、
奨
学
金
を
設
け
た
り
し
た
も
の

の
、
党
内
の
左
派
勢
力
が
野
党
を
結
成
し
て
党
が
分
裂
す
る
と
、
徐
々
に
南
大
の
英
語
化

を
進
め
よ
う
と
し
、
反
対
す
る
も
の
を
「
華
人
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ス
ト
、
共
産
主
義
者
」
と
名

指
し
で
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た10

）。

南
大
を
英
語
大
学
に
転
換
す
る
こ
と
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
「
南
洋
大
学
課

表１ 言語別小学校の生徒数の推移（1958年～83年)

年 華校 英校 マレー語校 タミル語校 全体

1958 129,155人

45.0％

142,450人

49.6％

14,213人

4.9％

1,399人

0.5％

287,217人

100％

1968 174,072人

33.3％

310,635人

59.4％

36,086人

6.9％

1,818人

0.3％

522,611人

100％

1978 110,170人

22.9％

365,405人

76.1％

4,306人

0.9％

328人

0.1％

480,209人

100％

1983 34,708人

7.4％

435,909人

92.5％

417人

0.1％

38人

0.0％

471,072人

100％

出典：Singapore Yearbook of Statistics 各年版より算出。
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程
審
査
報
告
書11

）」
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
一
州
と
な
っ
た
た
め
に
、
新
連
邦
マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
南
大
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
報
告
書
は
華
校
卒
業
生
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
言
語
別
学
校
の
卒
業
生
を
受
け
入

れ
、
入
学
生
に
少
な
く
と
も
英
語
と
国
語
の
マ
レ
ー
語
を
習
得
さ
せ
る
よ
う
な
語
学
教
育
を
行
う
こ
と
な
ど
を
、
南
大
に
強
く
求
め
た
。

こ
の
報
告
書
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
五
年
五
月
で
あ
っ
た
が
、
政
府
が
公
表
し
た
の
は
九
月
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
差
は
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
報
告
書
は
南
大
が
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
大
学
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
。
だ
が
、
八

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
単
独
の
共
和
国
と
な
っ
た
た
め
、
報
告
書
の
前
提
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
独
立
直
後
の
九
月
に
報
告
書
を
そ
の
ま
ま
公
表
し
た
の
は
、
英
語
の
普
及
を
急
い
で
行
い
た

い
、
そ
の
た
め
に
南
大
改
編
に
早
く
決
着
を
つ
け
た
い
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
報
告
書
の
な
か
の
マ
レ
ー
語
習
得
は
政
府
に
と
っ

て
重
要
で
は
な
く
、
南
大
を
英
語
大
学
と
し
て
改
編
す
る
た
め
に
政
府
は
報
告
書
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
と
、
学
生
や
教
職
員
、
関
係
者
の
間
に
不
安
と
動
揺
が
広
が
っ
た
。
学
生
団
体
は
「
報
告
書
は
、
政
府
が
南
大
を

管
理
下
に
置
き
、
華
語
大
学
と
い
う
南
大
の
性
格
を
変
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
英
文
に
精
通
し
な
い
人
材
は
国
家
利
益
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
い
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
主
要
四
言
語
の
一
つ
で
あ
る
華
語
に
精
通
す
る
人
材
も
国
家
に
貢
献
で
き
る12

）」
と
い
う
覚
書
を
出
し
、
授
業
ボ

イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
た
。
警
察
は
「
問
題
行
動
に
は
断
固
と
し
て
対
処
す
る13

）」
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
常
駐
し
、
学
生
を
威
嚇
、
殴
打
し

た14
）。

ボ
イ
コ
ッ
ト
が
始
ま
っ
た
頃
は
三
〇
〇
名
程
度
の
学
生
が
参
加
し
て
い
た
が
、
常
駐
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
警
官
に
怒
り
を
覚
え
た
学
生

が
次
々
に
参
加
し
、
全
学
生
二
〇
〇
〇
名
が
参
加
す
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
政
府
は
「
南
大
は
華
語
大
学
で
あ
り
続
け
る
」

と
い
う
確
認
を
行
っ
た
も
の
の
、
二
七
〇
名
以
上
の
学
生
を
警
告
処
分
、
一
〇
〇
名
以
上
を
退
学
さ
せ
る
と
い
う
断
固
た
る
措
置
を
と
っ
た

の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
に
は
学
生
の
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
新
た
な
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の

授
業
が
英
語
に
切
り
替
え
ら
れ
る
な
ど
英
語
大
学
へ
の
改
編
が
徐
々
に
始
ま
っ
た
。
六
八
年
五
月
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
卒
業
生
も
含
め

（78-３- ）897 551
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て
、
政
府
は
よ
う
や
く
南
大
の
学
位
を
公
式
に
承
認
す
る
と
発
表
し
た
。

南
大
は
一
九
七
五
年
に
は
、
中
国
語
学
科
を
除
い
て
す
べ
て
の
学
部
学
科
の
授
業
が
英
語
に
切
り
替
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
英
語
で
授

業
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
教
員
の
大
量
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た
。
大
学
教
職
員
の
中
に
は
こ
の
決
定
を
新
聞
で
知
っ
た
者
も
い
た15

）と

い
う
ほ
ど
、
ほ
と
ん
ど
一
方
的
な
政
府
の
決
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
政
府
は
七
八
年
に
は
学
生
の
英
語
能
力
に
向
上
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

今
や
南
大
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
（
六
二
年
に
マ
ラ
ヤ
大
学
が
改
称
）
に
行
け
な
い
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
学
生
が
入
学
す
る
二
流
の
大
学
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
強
引
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
と
の
合
併
を
迫
っ
た
。
ま
た
、

南
大
卒
業
生
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
卒
業
生

に
比
べ
て
（
英
語
が
出
来
な
い
た
め
に
）
就
職
が
不
利
で
初
任
給
が
低
い16

）」
と
い
う
調
査
結
果
を
発
表
し
て
、
大
学
関
係
者
を
沈
黙
さ
せ

た
。
南
大
は
八
〇
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
に
合
併
さ
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
と
な
り
、
二
五
年
の
短
い
歴
史
を
終
え
た17

）。
最
後
の

卒
業
式
の
直
後
に
、
旧
行
政
棟
以
外
の
建
物
は
ほ
と
ん
ど
壊
さ
れ
る
か
大
き
く
改
築
さ
れ
て
南
大
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
。
跡
地
に
は
英
語
で
教
育
を
行
う
南
洋
理
工
学
院
が
建
設
さ
れ
、
九
二
年
に
南
洋
理
工
大
学
に
昇
格
し
た
。

一
九
九
五
年
、
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
（G

o
h C

h
o
k T

o
n
g

）
第
二
代
首
相
は
南
大
同
窓
会
で
「
南
大
を
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
、
英
語
教
育
を

受
け
た
者
と
華
語
教
育
を
受
け
た
者
の
溝
は
も
っ
と
長
く
続
い
た
だ
ろ
う18

）」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
南
大
の
消
滅
に
よ
っ
て
華
語
派
華
人
は
高

等
教
育
の
場
を
失
い
、
華
語
小
学
校
と
中
学
校
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
華
語
派
華
人
の
数
が
増
え
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
華
語
派
華
人
は
就

職
や
昇
進
で
「
英
語
が
十
分
で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
差
別
さ
れ
続
け
、
華
語
派
の
間
に
は
「
自
分
た
ち
の
役
割
は
こ
の
国
に
は
な
い
」
と

い
う
諦
め
や
モ
ラ
ル
の
低
下
が
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
華
語
派
華
人
は
、
英
語
国
家
に
向
か
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
社
会
の
周
縁

に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
Ⅱ
章

ア
ジ
ア
的
価
値
」
重
視
と
「
華
」
へ
の
回
帰
（
一
九
七
九
年
〜
九
〇
年
）

（
１
）
教
育
省
報
告

英
語
の
急
速
な
普
及
は
、
異
な
る
人
々
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
、
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
速
な
経
済
発
展
の
一
つ

の
原
動
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
言
語
の
領
域
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
と
く
に
若
者
へ
の
欧
米
的
価
値
観
の
普
及
も

意
味
し
て
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
一
九
六
八
年
の
総
選
挙
か
ら
国
会
の
全
議
席
を
獲
得
し
、
七
〇
年
代
は
高
い
支
持
率
を
誇
っ
た
が
、
七
九
年
の

補
欠
選
挙
で
支
持
率
が
低
下
し
た
。
そ
の
原
因
を
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
そ
の
強
権
的
な
統
治
ス
タ
イ
ル
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
欧
米
的
価
値
に
影
響

さ
れ
た
若
者
が
個
人
の
自
由
を
主
張
し
て
政
府
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
。

欧
米
的
価
値
観
の
普
及
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
こ
の
答
え
が
一
九
七
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
教
育
省
報

告19
）」

で
、
レ
ポ
ー
ト
は
母
語
教
育
を
通
し
て
社
会
的
あ
る
い
は
道
徳
的
な
行
動
規
範
を
伝
達
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
英
語
を
共
通
語
と
し

て
い
て
も
、
ア
ジ
ア
の
文
化
や
道
徳
と
い
う
文
化
的
重
石
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
母
語
教
育
を
通
し
て
効
果
的
に
な
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

た
だ
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
「
華
人
生
徒
が
華
語
を
通
し
て
学
ぶ
の
は
儒
教
的
規
範
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
思
想
は
道
教
な
ど
儒
教
以
外
に
も
あ
る
は
ず
な
の
に
儒
教
的
規
範
の
み
を
奨
励
す
る
の
は
、
政
府
が
華
人
に
学
習
を
期
待
す
る
規
範

が
、
忍
耐
や
秩
序
、
親
孝
行
、
愛
国
心
な
ど
を
説
く
儒
教
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
宗
教
知
識
教
育
に
お

い
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

母
語
を
通
し
て
ア
ジ
ア
的
価
値
を
学
ぶ
こ
と
の
奨
励
、
特
に
華
人
の
華
語
奨
励
の
経
済
的
な
側
面
や
国
際
関
係
の
変
容
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
係
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
改
善
さ
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
七
九
年
に
中
国
と
経
済
協
定
を
結

び
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
中
国
の
経
済
特
区
や
沿
岸
開
発
の
顧
問
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
官
僚
が
就
任
す
る
な
ど
、
両
国
の
経
済
関
係
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は
緊
密
化
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
九
〇
年
に
中
国
と
国
交
を
樹
立
し
た
。

華
」
へ
の
回
帰
は
、
し
た
が
っ
て
対
中
友
好
を
促
進
す
る
だ

け
で
な
く
、
中
国
人
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
容
易
に
し
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
て
対
中
国
経
済
関

係
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
六
七
年
に
結
成
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
米
中

和
解
、
中
国
の
国
連
加
盟
な
ど
国
際
政
治
の
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
団
結
と
協
力
を
深
化
さ
せ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
隣
国
と
の
関
係
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
は
や
華
人
に
華
語
学
習
を
奨
励
さ
せ
る
こ
と
に
対
す
る
障
害
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
南
大
の
消
滅
と
こ
の
母
語
の
奨
励
の
関
連
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
南
大
が
存
続
し
て
い
れ
ば
、
華
人
の
母
語
再
建
や

ア
ジ
ア
的
価
値
の
普
及
を
担
っ
た
の
は
南
大
で
あ
り
、
大
学
は
消
滅
の
危
機
か
ら
免
れ
た
だ
け
で
な
く
、
華
語
大
学
と
し
て
独
自
の
拡
大
・

発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
学
生
を
大
量
逮
捕
し
、
大
学
を
「
共
産
主
義
者
の
牙
城
」

二
流
の
学
生
が
入
学
す
る

大
学
」
と
し
て
英
語
大
学
に
改
編
し
た
強
引
な
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
の
政
策
に
反
省
と
責
任
を
迫
る
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
華
人
の
華
語
奨

励
を
政
府
の
手
で
行
う
た
め
に
、
南
大
は
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）
華
人
は
華
語
を
話
そ
う
運
動

教
育
省
報
告
に
基
づ
い
て
、
一
九
七
九
年
か
ら
教
育
現
場
を
含
む
社
会
全
体
で
「
華
人
は
華
語
を
話
そ
う
運
動
」
が
始
ま
っ
た
。
な
ぜ
華

語
の
み
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
華
人
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
華
人
に
は
マ
レ
ー
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
（
マ

レ
ー
人
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）、
イ
ン
ド
人
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
よ
う
な
確
固
と
し
た
宗
教
が
な
い
た
め
に
、

急
速
な
経
済
発
展
と
都
市
化
の
な
か
で
伝
統
的
な
共
同
体
を
失
い
、
伝
統
的
価
値
を
見
失
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
も
伝
統
的
な
価

値
を
破
壊
さ
れ
、
欧
米
的
価
値
に
影
響
さ
れ
た
の
が
華
人
で
あ
り
、
華
人
が
政
府
批
判
の
先
頭
に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
実
際
、
七
九
年
の
補
欠
選
挙
で
野
党
候
補
者
が
三
〇
％
を
上
回
る
得
票
を
得
た
の
は
、
比
較
的
豊
か
な
華
人
が
多
く
住
む
地
区
で
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あ
っ
た20

）。

華
人
は
華
語
を
話
そ
う
運
動
」
は
マ
ス
コ
ミ
を
総
動
員
し
て
行
わ
れ
た
。
華
字
紙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
英
字
紙
ま
で
も
が
連
日
「
華

語
会
話
の
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
発
音
記
号
入
り
で
華
語
の
解
説
を
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
標
語
は
「
我
々
華
人
社
会
の
共
通
語
で
あ
る

華
語
を
話
そ
う
」

七
九
年
）

公
共
の
場
で
は
華
語
を
話
そ
う
」

八
一
年
）

毎
日
華
語
を
話
そ
う
」

八
二
年
）
な
ど
次
々
と
流
さ
れ
、

華
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
華
人
で
は
な
い
」
か
の
よ
う
な
状
況
が
作
り
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
に
は
、
英
語
に
堪
能
な
だ
け
で
な
く
華
語
も
習
得
し
、
か
つ
中
国
の
文
化
や
歴
史
、
伝
統
に
習
熟
す
る
バ
イ
カ
ル

チ
ャ
ラ
ル
・
エ
リ
ー
ト
を
養
成
し
て
、
中
国
と
の
緊
密
な
経
済
関
係
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
語
と
中
国
文
化
を
振

興
す
る
た
め
に
、
特
別
支
援
中
等
学
校
が
九
校
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
英
語
と
他
言
語
の
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
学
校
は
設
立
さ
れ
ず
、

華
人
ば
か
り
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

入
学
者
の
圧
倒
的
多
数
が
華
人
な
の
で
、
学
生
は
非
華
人
に
接
す
る
機
会
が
な
く
な
り
、
多
文
化
主

義
に
反
す
る
」
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
た
が
、
政
府
は
「
方
言
を
多
用
し
、
確
固
と
し
た
宗
教
の
無
い
華
人
に
こ
そ
最
も
支
援
が
必
要
と
さ

れ
る21

）」
と
述
べ
て
、
他
の
言
語
の
エ
リ
ー
ト
学
校
の
設
立
を
否
定
し
た
。

方
言
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
同
時
に
開
始
さ
れ
た
。
華
人
が
家
庭
で
出
身
地
の
言
語
（
福
建
語
、
広
東
語
な
ど
）
を
話
し
て
い
た
の
で

は
、
華
語
の
普
及
は
で
き
な
い
。
政
府
は
、
一
九
八
二
年
か
ら
は
広
東
語
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
打
ち
切
る
な
ど
強
引
に
方
言
を
駆
逐
し
、
す
べ

て
の
中
国
語
番
組
を
華
語
に
切
り
替
え
た
。
華
人
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
運
転
手
、
屋
台
経
営
者
は
、
華
語
の
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
奨
励
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
反
対
派
か
ら
は
、
方
言
を
用
い
な
い
と
親
近
感
が
な
い
、
方
言
を
捨
て
れ
ば
い
わ
ば
ル
ー
ツ
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
存
続
を
訴
え
た
。
し
か
し
政
府
は
方
言
の
文
化
的
価
値
は
低
い
、
親
近
感
は
慣
れ
の
問
題
で
あ
る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
の

ル
ー
ツ
は
華
語
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
中
国
文
化
の
「
精
華
」
で
あ
る
べ
き
と
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た22

）。

リ
ー
首
相
は
自
ら
各
地
の
集
会
で
、

感
情
的
に
母
語
と
な
り
得
な
い
英
語
の
み
で
教
育
さ
れ
れ
ば
、
華
人
の
感
情
は
歪
ん
で
し
ま
う
。

華
語
は
華
人
に
と
っ
て
母
語
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
中
国
的
価
値
も
ま
た
受
け
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」

華
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語
学
校
の
生
徒
の
方
が
、
英
語
学
校
の
生
徒
よ
り
も

行
儀
が
よ
い23

）」
な
ど
と
い
う
発
言
を
繰
り
返
し
て
、

華
語
を
学
ぶ
こ
と
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
行
動

規
範
を
「
華
人
ら
し
さ
」
と
し
て
積
極
的
に
賞
賛
し

た
。
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
独
立
直
後
の
華
語
や
中

国
文
化
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
時
期
と
は
対
照
的
で

あ
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
き
な
効
果
を
上
げ
た

（
表
２
参
照
）。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
当
時
は
華
人
家

庭
の
七
六
・
二
％
も
が
方
言
で
会
話
し
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
に
は
二
八
％
も
下
落
し
、
代
わ
っ
て
華

語
の
比
率
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
華
人
文
化
団

体
関
係
者
を
中
心
と
す
る
華
語
教
育
を
受
け
た
華
人

で
あ
っ
た
。
華
語
派
華
人
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
英
語
派
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
も
圧
倒

さ
れ
て
き
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
華
人
シ
ョ
ー
ビ

ニ
ス
ト
」
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
然
と
華
語

や
中
国
文
化
を
推
進
す
る
機
会
を
与
え
た
の
で
あ

表２ 家庭で主に話される言語（1980年╱1990年╱2000年） 単位％

言語 1980年 1990年 2000年

華人家庭

英語 10.2 21.4 23.9

華語 13.1 30.0 45.1

方言 76.2 48.2 30.7

その他 0.5 0.4 0.4

マレー人家庭

英語 2.3 5.7 7.9

マレー語 96.7 94.1 91.6

その他 1.0 0.2 0.5

インド人家庭

英語 24.3 34.3 35.6

マレー語 8.6 14.1 11.6

タミル語 52.2 43.5 42.9

その他 14.9 8.1 9.9

出典：Singapore Census of Population 1990:Literacy,Languages Spoken and Education,

p.6.Singapore Census of Population 2000: Advanced Date Release,p.28.
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る
。
華
語
派
華
人
は
再
び
自
分
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
始
め
た
と
感
じ
た
。
や
が
て
華
語
派
華
人
は
、
社
会
の
周
縁
に
追
い
込

ま
れ
た
不
満
や
不
安
を
表
明
し
始
め
る
。
政
府
が
主
導
し
た
「
華
」
へ
の
回
帰
は
、

パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
開
け
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
宗
教
教
育

母
語
の
再
建
に
よ
る
ア
ジ
ア
的
価
値
の
獲
得
を
進
め
る
も
の
と
し
て
、
一
九
八
二
年
か
ら
中
等
教
育
の
現
場
に
宗
教
知
識
教
育
が
導
入
さ

れ
た
。
聖
書
知
識
、
仏
教
、
儒
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
い
ず
れ
か
が
必
修
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
華
人
を
対
象
に
し
た
華
語

奨
励
を
さ
ら
に
進
め
て
、
ア
ジ
ア
の
伝
統
価
値
を
宗
教
を
通
し
て
学
ば
せ
、
国
民
す
べ
て
の
道
徳
と
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
宗
教
知
識
教
育
の
中
心
は
儒
教
で
あ
る
。
大
々
的
な
儒
教
の
宣
伝
や
海
外
か
ら
著
名
な
儒
教
学
者
を
招
い
た
講
演
会
な
ど

が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
八
二
年
は
「
儒
教
の
年
」
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
発
展
の
要
因
を
儒
教
に
帰
す
と
い
う
新
儒
教

主
義
を
唱
え
る
学
説
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
政
府
は
こ
の
学
説
に
依
拠
し
て
、

儒
教
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
に

も
適
合
す
る
」
と
い
う
考
え
も
明
ら
か
に
し
た24

）。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
知
識
教
育
は
一
九
八
九
年
に
見
直
さ
れ
、
九
〇
年
に
は
廃
止
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
政
府
の
期
待
に
反
し
て
儒
教
を
選
択
し
た
生
徒
が
一
七
・
八
％
と
少
な
か
っ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
た
が
、
真
の
理
由

は
、
第
一
に
宗
教
知
識
教
育
に
よ
っ
て
宗
教
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
政
府
が
期
待
し
た
儒
教
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
が
華
人
に
浸
透

し
た
た
め
で
あ
る
。
経
済
発
展
の
中
で
伝
統
的
な
価
値
や
共
同
体
を
失
っ
て
欧
米
化
し
た
華
人
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
魅
力
を
感
じ
た
の
は
当

然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
は
、
宗
教
団
体
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
団
体
が
学
校
や
病
院
な
ど
で
熱
心
に
布
教
活
動
を
行
い
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
す
る
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
政
府
に
と
っ
て
致
命
的
だ
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
活
動
が
体
制
批
判
に
転
じ
は
じ
め

た
こ
と
で
あ
る
。
八
七
年
に
外
国
人
労
働
者
救
済
の
た
め
に
活
動
し
、
治
安
維
持
法
で
逮
捕
さ
れ
た
う
ち
の
一
六
人
は
、
教
会
を
拠
点
に
活
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動
を
行
っ
て
い
た
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た25

）。

第
Ⅲ
章

華
化
」
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
九
九
一
年
〜
現
在
）

（
１
）
国
民
共
有
価
値
（S

h
a
red V

a
lu
es

）

宗
教
知
識
教
育
は
挫
折
し
た
も
の
の
、
政
府
は
華
人
に
限
定
し
た
華
語
学
習
の
奨
励
と
中
国
的
価
値
の
伝
承
を
、
す
べ
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
多
人
種
・
多
文
化
主
義
」
を
覆
す
か
の
よ
う
な
、
新
た
な
国
民

統
合
政
策
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
九
九
一
年
一
月
、
二
年
間
の
準
備
期
間
と
宣
伝
を
経
て
、
①
個
人
よ
り
も
社
会
、
社
会
よ
り
も
国
家
を
優

先
、
②
社
会
の
基
本
的
単
位
は
家
族
、
③
社
会
は
個
人
を
尊
重
し
、
支
援
す
る
、
④
争
い
よ
り
も
合
意
、
⑤
人
種
間
調
和
お
よ
び
宗
教
的
調

和
、
と
い
う
五
つ
か
ら
な
る
「
国
民
共
有
価
値
白
書26

）」
が
発
表
さ
れ
た
。

政
府
は
こ
れ
を
「
華
人
、
マ
レ
ー
人
、
イ
ン
ド
人
な
ど
、
ど
の
国
民
の
価
値
観
と
も
調
和
し
う
る
」
と
し
、
白
書
の
中
で
も
「
共
有
価
値

を
、
非
華
人
に
儒
教
論
理
を
押
し
付
け
る
た
め
の
口
実
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
、
儒
教
を
声
高
に
宣
伝
す
る
こ
と
は

公
的
に
は
退
け
ら
れ
た
も
の
の
、
国
民
共
有
価
値
に
は
儒
教
的
色
彩
が
濃
い
。
政
府
は
、
忍
耐
、
規
律
、
秩
序
、
親
孝
行
、
愛
国
心
な
ど
の

儒
教
的
価
値
観
・
倫
理
観
を
、
政
府
と
国
民
を
結
ぶ
強
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
価
値
観
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
の
反
応
は
無
関
心
か
否
定
的
で
あ
っ
た
。
一
九
八
七
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
の
社
会
学
者
が
行
っ
た
世
論

調
査
（
一
五
歳
以
上
の
七
〇
六
人
を
無
作
為
抽
出
）
に
よ
れ
ば
、
連
日
新
聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
人
回
答
者

の
四
五
％
、
マ
レ
ー
人
の
五
三
％
、
イ
ン
ド
人
の
六
一
％
が
「

国
民
的
議
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
）
知
っ
て
い
る
が
、
関
心
が
な
い27

）」
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と
答
え
た
に
過
ぎ
な
い
。

華
人
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」

非
華
人
）
や
、
マ
レ
ー
人
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
国
会
議
員
か
ら
も
「
他
の
人
の
民
族
衣

装
を
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
」
と
い
う
や
ん
わ
り
と
し
た
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た28

）。

国
民
共
有
価
値
の
浸
透
は
足
踏
み
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
や
が
て
退
い
て
い
く
が
、
華
語
の
奨
励
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。
一
九
九

〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
中
国
文
化
の
祭
典
」
は
華
人
が
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
誇
り
に
思
う
た
め
の
祭
典
と
し
て
毎
年
大
々
的
に
催
さ
れ
て
い

る
。
九
一
年
に
教
育
省
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
華
語
検
討
委
員
会
」
は
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
語
は
、
華
人
が
自
分
た
ち
の
ル
ー

ツ
、
文
化
、
伝
統
や
習
慣
を
知
る
た
め
の
導
管
（co

n
d
u
it

）
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
外
交
上
も
重
要
な
言
語
で
あ
る
」

と
し
て
華
語
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
を
提
言
し
た
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
積
極
的
な
推
進
策
に
よ
っ
て
、
華
語
は
英
語
に
次
ぐ
公
用
語
の
位
置
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
統
計
に

よ
れ
ば
、
華
人
の
四
五
・
一
％
は
家
庭
で
華
語
を
話
し
、
こ
れ
は
英
語
の
二
三
・
九
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
（
表
２
参
照
）。
た
だ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
華
人
の
華
語
の
読
み
書
き
能
力
は
低
下
し
て
い
る
。
第
二
言
語
の
華
語
の
シ
ラ
バ
ス
は
独
立
時
よ
り
も
簡
単
な
内
容
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
若
者
が
華
字
紙
を
読
ま
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と29

）、
特
別
支
援
中
等
学
校
の
学
生
は
華
語
が
好
き
で
は
な
く
、
友
人
同
士
で
は
ほ
と
ん

ど
英
語
を
話
し
て
い
る
こ
と30

）が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
華
人
の
若
者
は
英
語
に
大
き
な
経
済
的
な
価
値
を
見
出
し
、
そ
の
習
得
に
多
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い
る
た
め
、
華
語
習
得
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
話
し
言
葉
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
南
大
再
評
価
と
復
校
、
復
名

政
府
の
奨
励
策
は
華
語
派
華
人
を
雄
弁
に
さ
せ
た
。
一
九
九
一
年
総
選
挙
で
Ｐ
Ａ
Ｐ
支
持
率
が
独
立
後
最
低
（
六
一
％
）
と
な
っ
た
の

は
、
二
名
の
南
大
卒
業
生
が
野
党
候
補
者
と
し
て
立
ち
、
華
語
派
の
支
持
を
集
め
た
こ
と
も
要
因
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
政
治
指
導
者
の

ほ
と
ん
ど
が
英
語
派
な
の
で
自
分
た
ち
の
苦
境
が
理
解
出
来
ず
、
ま
た
意
思
疎
通
も
出
来
な
い
こ
と
、
華
人
の
華
語
能
力
が
下
が
る
一
方
で
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あ
る
こ
と
な
ど
を
選
挙
後
に
語
っ
て
い
る31

）。
九
七
年
総
選
挙
で
は
、
野
党
候
補
者
が
政
府
の
社
会
政
策
を
「
英
語
教
育
重
視
、
華
語
教
育
軽

視
」
と
非
難
し
た
。
こ
の
候
補
者
は
南
大
出
身
で
は
な
い
も
の
の
、
南
大
に
積
極
的
に
募
金
し
、
南
大
閉
鎖
時
に
は
政
府
に
批
判
的
な
意
見

を
述
べ
て
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
選
挙
区
に
有
力
な
政
府
指
導
者
を
次
々
投
入
し
、
大
々
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
辛
勝
し
た
も
の
の
、

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
は
「
こ
の
総
選
挙
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
実
、
す
な
わ
ち
華
語
派
が
未
だ
に
人
口
の
一
定
の
比
率
を
占
め
て
い
て
、
そ

の
層
は
英
語
が
主
流
に
な
る
な
か
で
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
つ
き
つ
け
た
。
華
語
派
に
地
位
と
名
誉
と
居
場
所
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
配
慮
す
る32

）」
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。
華
語
派
華
人
の
処
遇
問
題
は
、
総
選
挙
の
た
び
に
与
党
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。さ

ら
に
華
語
派
は
南
大
の
復
権
に
立
ち
上
が
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
か
ら
消
さ
れ
た
も
同
然
の
母
校
は
今
こ
そ
再
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
、
復
校
（
新
た
に
華
語
大
学
を
創
設
す
る
こ
と
）
や
復
名
（
南
洋
理
工
大
学
を
南
大
に
改
称
す
る
こ
と
）
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
六
月
、
ト
ロ
ン
ト
（
カ
ナ
ダ
）
で
国
際
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
は
地
区
や

国
ご
と
に
小
規
模
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
国
際
同
窓
会
は
初
め
て
の
開
催
で
あ
っ
た33

）。

世
界
中
か
ら
四
〇
〇
人
余
の
卒
業
生
が
参
集
し
て
大
々
的
に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
で
は
、
新
し
い
華
語
大
学
を
カ
ナ
ダ
か
東
南
ア
ジ
ア
の

ど
こ
か
に
創
設
す
る
、
も
し
く
は
母
校
の
跡
地
に
設
立
さ
れ
た
南
洋
理
工
大
学
の
人
文
・
社
会
科
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
増
や
し
て
総
合
大
学

と
し
、
名
称
を
南
洋
大
学
に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
が
長
時
間
議
論
さ
れ
た
。
た
だ
、

復
校
す
る
な
ら
、
旧
南
大
の
よ
う
な
東
洋
の
伝
統
と

知
恵
を
備
え
た
大
学
で
あ
る
べ
き
で
、
感
情
や
形
式
に
流
れ
た
拙
速
な
議
論
を
す
べ
き
で
な
い
」
と
慎
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、
議
論
は
次
回

の
同
窓
会
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
散
逸
し
た
南
大
資
料
の
収
集
と
保
存
、
南
大
関
連
の
記
念
碑
、
建
物
の
修
復
や
保
存

に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
五
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
第
四
回
国
際
同
窓
会
が
開
か
れ
、
六
〇
〇
〇
人
余
の
卒
業
生
が
参
加
し
た
。
南
大
旧
行
政
棟
前
の
広
い

庭
園
で
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
が
歓
迎
演
説
を
し
、

南
大
卒
業
生
名
簿
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
か
ら
南

（法政研究78-３- ）560 906
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洋
理
工
大
学
に
移
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
理
工
大
は
南
大
の
伝
統
も
継
承
で
き
る
。
南
洋
理
工
大
学
の
華
文
略
称
を
〞
理
大
〝
か
ら
〞
南
大
〝

と
す
る
。
南
大
卒
業
生
の
中
に
は
国
家
の
主
流
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
も
の
も
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
卒
業
生
が
持
つ
華

人
性
と
儒
教
的
価
値
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
独
特
の
グ
ロ
ー
バ
ル
国
家
に
し
て
い
る
」
と
卒
業
生
を
賞
賛
し
た
が
、
復
名
に
つ
い
て
は
、

過

去
に
縛
ら
れ
ず
に
未
来
を
見
て
欲
し
い34

）」
と
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。

こ
の
ゴ
ー
の
発
言
の
前
後
、
南
大
の
旧
行
政
棟
が
華
裔
館
と
い
う
世
界
の
華
僑
・
華
人
を
研
究
す
る
機
関
に
な
り
、
同
時
に
南
洋
理
工
大

学
人
文
社
会
学
部
に
中
華
言
語
文
化
学
科
が
設
立
、
旧
行
政
棟
に
は
中
華
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
大
学
院
中

華
言
語
文
化
研
究
科
も
設
置
さ
れ
た
。
〇
七
年
に
は
孔
子
学
院
も
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
は
理
工
大
学
が
華
語
教
育
や
ア
ジ
ア
歴
史
研
究

を
担
う
こ
と
に
積
極
的
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
旧
行
政
棟
と
南
大
記
念
碑
、
南
大
正
門
（
理
工
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
縮
小
さ
れ
た
た
め

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
が
歴
史
遺
跡
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
南
大
関
連
の
建
物
を
保
存
し
は
じ
め

た
。さ

ら
に
、
政
府
自
ら
が
「
南
大
精
神
」
と
い
う
言
葉
を
積
極
的
に
使
い
始
め
た
。
こ
れ
は
南
大
設
立
が
提
案
さ
れ
た
一
九
五
三
年
に
華
字

紙
が
社
説
で
「
何
の
公
的
援
助
も
な
い
中
で
自
発
的
に
大
学
を
創
設
す
る
不
屈
の
精
神
」
と
し
て
使
っ
た
言
葉
で
あ
る35

）。
九
一
年
に
政
府
閣

僚
が
「
南
大
精
神
は
国
家
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
。
こ
の
精
神
を
理
工
大
学
に
注
い
で
欲
し
い
」
と
述
べ
た
の
が
政
府
関
係
者
の
最
初
の
発

言
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
は
「
南
大
卒
業
生
に
よ
る
理
工
大
学
へ
の
財
政
的
支
援
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
理
工
大
学
を
母
校
と

は
認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
反
発
が
起
こ
っ
た36

）。
九
三
年
に
な
る
と
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
前
首
相
が
「
南
大
卒
業
生
が
持
っ
て
い
る
精
神

（
南
大
精
神
）
は
、
華
語
を
通
し
て
学
ん
だ
帰
属
す
る
団
体
へ
の
愛
で
あ
り
、
国
家
の
貴
重
な
宝
で
あ
る37

）」
と
発
言
し
た
こ
と
に
卒
業
生
は

注
目
し
、
卒
業
生
自
ら
も
こ
の
言
葉
を
「
自
ら
の
言
語
と
文
化
、
伝
統
を
大
切
に
す
る
精
神
、
常
に
自
ら
を
向
上
さ
せ
る
不
屈
の
精
神
」
と

い
う
意
味
で
積
極
的
に
使
い
始
め
、
さ
ら
に
、
新
た
な
華
語
大
学
設
立
は
無
理
で
も
、
人
文
・
社
会
科
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
充
実
さ
れ
つ

つ
あ
る
理
工
大
学
の
名
称
を
南
大
に
変
更
す
る
こ
と
を
政
府
に
強
く
求
め
始
め
た
。
な
お
、
同
窓
会
が
九
五
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ

（78-３- ）907 561
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れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
南
大
再
評
価
の
姿
勢
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
復
名
は
挫
折
し
た
。
直
接
の
き
っ
か
け
は
二
〇
〇
四
年
の
南
洋
理
工
大
学
中
華
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
一
〇
周
年
記
念
式
典
で
の

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
の
演
説
後
に
、
参
加
者
か
ら
南
大
消
滅
に
対
す
る
リ
ー
の
歴
史
的
責
任
を
問
う
質
問
が
出
た
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る38

）。

そ
の
直
後
に
副
首
相
や
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
（L

ee H
sien L

o
o
n
g

）
現
首
相
が
「
南
洋
理
工
大
学
の
当
面
の
課
題
は
、
充
実
し
た
人
文
・

社
会
学
部
を
備
え
た
総
合
大
学
に
な
る
こ
と
で
、
水
準
の
高
い
総
合
大
学
に
な
っ
て
か
ら
復
名
は
検
討
す
る
。
慌
て
る
こ
と
は
な
い
。
た

だ
、
復
名
は
、
南
大
と
理
工
大
に
関
係
す
る
団
体
、
理
事
会
、
教
員
や
卒
業
生
、
学
生
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る39

）」
と
発
言
し
た
。
理
工
大
学

卒
業
生
と
学
生
数
（
約
二
万
人
）
の
方
が
南
大
よ
り
も
多
い
の
だ
か
ら
、
理
工
大
学
関
係
者
が
賛
成
す
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
南
大
卒
業
生
は

大
き
く
失
望
し
た
。
そ
の
後
、
運
動
は
下
火
と
な
り
、
復
名
は
こ
う
し
て
ほ
ぼ
頓
挫
し
た
の
で
あ
る40

）。

お

わ

り

に

一
九
九
八
年
八
月
、
五
〇
年
代
後
半
に
南
大
事
務
局
長
を
務
め
た
詩
人
の

受
（P

a
n
 
S
h
o
u

）
に
南
洋
理
工
大
学
名
誉
文
学
博
士
号
が

贈
ら
れ
た41

）。
事
務
局
長
時
代
の
彼
は
、
優
秀
な
教
員
を
集
め
る
た
め
に
奔
走
す
る
な
ど
し
て
大
学
の
基
礎
固
め
に
貢
献
し
た42

）が
、
イ
ギ
リ
ス

や
マ
ラ
ヤ
連
邦
か
ら
大
学
行
政
を
す
べ
て
握
っ
て
独
裁
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
非
難
さ
れ
続
け
、
親
共
産
主
義
者
で
あ
る
と
し
て
市
民

権
ま
で
剥
奪
さ
れ
た
（
八
三
年
に
回
復
）。
当
時
の
南
大
は
、
共
産
主
義
者
の
温
床
、
国
民
統
合
の
障
害
と
非
難
さ
れ
、
そ
の
学
位
は
承
認

さ
れ
な
か
っ
た
。

が
博
士
号
授
与
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
昔
は
国
賊
と
呼
ば
れ
、
今
は
国
宝
と
呼
ば
れ
て
い
る43

）」
と
自
嘲
気
味
に
語
っ

た
こ
と
は
、
ま
さ
に
南
大
と
華
語
派
華
人
を
め
ぐ
る
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
英
語
国
家
に
向
か
う
中
で
周
縁
に
追
い
や
ら

れ
た
華
語
派
華
人
が
、
中
国
と
の
経
済
関
係
の
緊
密
化
と
い
う
国
際
環
境
と
、

ア
ジ
ア
的
価
値
」
の
重
視
と
い
う
国
内
政
策
の
中
で
再
評

価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
華
語
派
華
人
が
強
く
求
め
た
復
名
は
頓
挫
し
た
。
復
名
は
、
大
学
を
強
引
に
消
滅
に
追
い
や
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
の
歴
史
的
責
任

の
追
求
に
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
政
府
が
主
張
す
る
「
南
大
精
神
」
は
政
治
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
政
府
が
華
語
派
華
人
に
期
待
す
る
の

は
、
豊
か
さ
を
当
た
り
前
に
し
て
育
ち
、
政
府
批
判
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
若
者
と
り
わ
け
華
人
の
若
者
に
、
こ
の
地
に
仕
事
を
求
め
て
中

国
か
ら
移
民
し
て
き
た
無
一
文
の
祖
先
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
成
功
を
勝
ち
取
り
、
言
語
と
文
化
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
と
し
た
た
く
ま
し
さ

と
、
華
語
を
学
ぶ
こ
と
の
利
点
を
語
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
大
学
消
滅
の
歴
史
や
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。

た
だ
、
近
い
将
来
、
南
大
消
滅
の
歴
史
を
含
め
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
が
見
直
さ
れ
る
時
期
が
来
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
特
別
支
援

中
等
学
校
の
卒
業
生
の
な
か
の
ほ
ん
の
一
握
り
で
あ
る
が
、
南
大
卒
業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
し
て
、
当
時
の
南
大
が
政
府
の
言
う

よ
う
に
共
産
主
義
者
の
温
床
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
い
る44

）。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
五
月
の
総
選
挙
で
Ｐ
Ａ
Ｐ

は
得
票
率
を
大
き
く
下
げ
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
は
閣
僚
を
退
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
若
手
指
導
者
は
自
由
な
言
論
空
間
を
広
げ
、

上
か
ら
の
民

主
化
」
に
着
手
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
南
大
を
強
引
に
消
滅
に
追
い
や
っ
た
歴
史
と
そ
の
責
任
に
つ
い
て
の
議
論
が
始
ま
っ
て
初
め

て
、
華
語
派
華
人
は
復
権
を
果
た
す
の
だ
ろ
う
。

１
）

厳
密
に
言
え
ば
、
華
僑
（o

v
ersea

s C
h
in
ese

）
と
は
中
国
国
籍
を
有
し
た
ま
ま
で
中
国
（
台
湾
と
香
港
を
含
む
）
以
外
に
長
期
に
居
住
す
る
中
国

系
住
民
の
こ
と
で
、
華
人
（eth

n
ic C

h
in
ese

）
と
は
現
地
国
籍
を
取
得
し
た
住
民
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
期
に
中
国
を
離
れ
て
居
住
国
の
社
会

に
定
着
し
て
い
る
中
国
系
住
民
は
華
僑
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
現
在
で
は
中
国
国
籍
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
華
人
と
い
う
呼
称
が
定

着
し
て
い
る
。

２
）

南
洋
大
学
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
南
洋
大
学

行
委

会

（
一
九
五
六
）『
南
洋
大
学

校
史
』
新
加
坡：

南
洋
文
化
出
版
社
、
お
よ
び
拙

稿
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
社
会
と
南
洋
大
学
の
創
設
」『
マ
レ
ー
シ
ア
研
究
』

日
本
マ
レ
ー
シ
ア
学
会
）
創
刊
号
、
近
刊
。

３
）

S
in
g
a
p
o
re D

ep
a
rtm

en
t o
f S

ta
tistics

(2000),
C
en
su
s of P

opu
lation

 
2
0
0
0
:
A
d
van

ced
 
D
ata R

elease
,
p
.26.

４
）

田
村
慶
子
（
二
〇
〇
〇
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
建
設
｜
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
明
石
書
店
、
第
二
章
参
照
。

５
）

H
o
n
g
,
L
iu a

n
d S

in
-K
io
n
g W

o
n
g
(2004),

S
in
gapore C

h
in
ese S

ociety in
 
T
ran

sition
:
B
u
sin
ess,

P
olitics an

d
 
S
ocio-E

con
om
ic
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C
h
an
ges 1

9
4
5
1
9
6
5
,
N
Y
:
P
eter L

a
n
g P

u
b
lish

in
g
,
p
p
.133

137.

６
）

新
加
坡
中

商
会
六
十
年
」『
南
洋
文
摘
』
一
九
九
六
年
七
月
一
日
、
四
一
二
ペ
ー
ジ
。

７
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
公
式
に
は
こ
の
分
類
に
「
人
種
（ra

ce

）」
を
使
用
す
る
。
だ
が
、
華
人
や
マ
レ
ー
人
は
同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
で
あ
る
こ

と
や
、
同
じ
イ
ン
ド
人
で
も
南
イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
と
北
イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
で
は
人
種
も
言
語
も
異
な
る
が
、
政
府
は
こ
の
四
つ
に
分
類
し
て
母
語
を

「
指
定
」
す
る
こ
と
な
ど
で
管
理
し
、

多
人
種
・
多
文
化
主
義
」
の
実
現
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

８
）

H
a
n
,
F
o
o
k K

w
a
n
g
,
W
a
rren F

ern
a
n
d
ez,

S
u
m
ik
o T

a
n
(1998),

L
ee K

u
an
 
Y
ew
:
T
h
e M

an
 
an
d
 
H
is Id

eas
,
S
in
g
a
p
o
re:

T
im
es

 
E
d
itio

n
s,
p
.81.

９
）

南
大
設
立
へ
の
イ
ギ
リ
ス
や
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
指
導
者
か
ら
の
反
対
に
つ
い
て
は
、
李
元

（
二
〇
〇
七
）

南
洋
大
学

像

｜
新

国
家
疆
界
的
虚

与

実
」
李
元

編
『
南
大

像

史
河
流
中
的
省

』
新
加
坡：

南
洋
理
工
大
学
中

言
文
化
中
心
、
二
九
五
｜
二

九
八
ペ
ー
ジ
。

10
）

Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
の
視
点
で
党
の
華
語
教
育
政
策
や
南
大
政
策
を
ま
と
め
た
代
表
的
研
究
と
し
て
は
、
呈
元

（
一
九
九
九
）『

的

策
｜
人
民
行

党
与
政
府
的

文
政
策
研
究
一
九
五
四
｜
一
九
六
五
』
新
加
坡：

邦
出
版
社
が
あ
る
。

11
）

R
eport of th

e N
an
yan

g U
n
iversity C

u
rricu

lu
m
 
R
eview

 
C
om
m
ittee 1

9
6
5
,
N
a
n
y
a
n
g U

n
iv
ersity

.

12
）

南
大
十
学
生

体
「
有

南
大

程

委

会

告

的

忘

一
九
六
五
年
一
〇
月
二
六
日
」
李

霖
主

（
二
〇
〇
二

）『
南
洋
大
学
走

史
道
路
』
吉
隆
坡：

来

南
洋
大
学
校
友
会
、
三
六
八
｜
三
八
六
ペ
ー
ジ
。

13
）

T
h
e S

traits T
im
es
(S
T
),
N
o
v
em
b
er 1,

1965.

14
）

ボ
イ
コ
ッ
ト
期
間
中
の
様
子
を
回
想
し
た
記
事
。

万
忠
（
一
九
九
一
）

大

」『
云
南

』

南
大
同
窓
生
の
回
想
録
）、
李
（
二
〇
〇
二

）、

三
八
九
｜
三
九
〇
ペ
ー
ジ
に
転
載
。
警
察
に
よ
る
学
生
へ
の
威
嚇
や
殴
打
は
新
聞
に
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。

15
）

太
田
勇
（
一
九
九
四
）『
国
語
を
使
わ
な
い
国
｜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
言
語
環
境
』
古
今
書
院
。
太
田
氏
は
当
時
、
南
大
の
客
員
教
授
で
あ
っ
た
。

16
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
経
済
調
査
セ
ン
タ
ー
（E

co
n
o
m
ic R

esea
rch C

en
tre o

f U
n
iv
ersity o

f S
in
g
a
p
o
re

）
に
よ
る
調
査
報
告
。S

T
,
M
a
y

 
5,
1978.

17
）

南
大
の
消
滅
に
至
る
過
程
は
、
雷

（
二
〇
〇
五
）『
南
大
春
秋
』
雪

：

下
工
作
室
、
第
４
章
に
詳
し
い
。

18
）
『

合
早

』
一
九
九
五
年
六
月
三
日
。

19
）

G
o
h
,
K
en
g S

w
ee w

ith th
e E

d
u
ca
tio
n S

tu
d
y T

ea
m
(1979),

R
eport of th

e M
in
istry of E

d
u
cation 1

9
7
8
,
S
in
g
a
p
o
re:

M
in
istry

 
o
f E

d
u
ca
tio
n
.

20
）

S
T
,
F
eb
ru
a
ry 11,

1979.
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21
）

R
a
j V

a
sil

(1995),
A
sian

isin
g S

in
gapore:

T
h
e P

A
P
’s M

an
agem

en
t of E

th
n
icity

,
S
in
g
a
p
o
re:

H
ein
em
a
n
n A

sia
,
p
p
.75

77.

22
）

P
u
ru
S
h
o
ta
m
,
N
irm

a
la S

rirek
a
m
(1998),

N
egotiatin

g
 
L
an
gu
age,

C
on
stru

ctin
g
 
R
ace:

D
isciplin

in
g
 
D
ifferen

ce in
 
S
in
gapore

,

B
erlin

:
M
o
u
to
n d

e G
ru
y
ter,

p
p
.69

71.
23
）

新
加
坡
中

商
会
・
新
加
坡
宗

会

合

会

（
一
九
九
一
）『
李
光
耀

新
加
坡

人
社
会
』
新
加
坡：

利
出
版
、
九
五
｜
九
六
ペ
ー
ジ
。

24
）

田
中
恭
子
（
一
九
九
〇
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
儒
教
教
育
」『
ア
ジ
ア
研
究
』
三
七
巻
一
号
、
一
二
ペ
ー
ジ
。

25
）

G
o
p
in
a
th
a
n
,
S
.
(1995),

“R
elig

io
u
s E

d
u
ca
tio
n in A

 
S
ecu

la
r S

ta
te:

T
h
e S

in
g
a
p
o
re E

x
p
erien

ce,”
A
sian

 
Jou

rn
al of P

olitical
 

S
cien

ce
,
V
o
l.3,

N
o
.2,
p
p
.20

21.

26
）

S
T
,
Ja
n
u
a
ry 10,

1991.

27
）

C
h
iew

,
S
een

 
K
o
n
g
(1989),

“N
a
tio
n
a
l Id

en
tity

,
E
th
n
icity

 
a
n
d
 
N
a
tio
n
a
l Issu

es,”
Q
u
a
h
,
Jo
h
n
 
S
.T
.
ed
.,
In
 
S
earch

 
of

 
S
in
gapore’s N

ation
al V

alu
es
,
S
in
g
a
p
o
re:

T
im
es A

ca
d
em
ic P

ress,
p
.71.

28
）

F
ar E

astern
 
E
con

om
ic R

eview
,
F
eb
ru
a
ry 2,

1989.

29
）

T
a
n
,
E
u
g
in
e K

.B
.
(2002),

“R
eco

n
cep

tu
a
lizin

g C
h
in
ese Id

en
tity

:
T
h
e P

o
litics o

f C
h
in
esen

ess in S
in
g
a
p
o
re,”

S
u
ry
a
d
in
a
ta

 
L
eo
 
ed
s.,

E
th
n
ic
 
C
h
in
ese
 
in
 
S
in
gapore

 
an
d
 
M
alaysia:

A
 
D
ialogu

e
 
betw

een
 
T
rad

ition
 
an
d
 
M
od
ern

ity
,
S
in
g
a
p
o
re:

T
im
es

 
A
ca
d
em
ic P

ress,
p
.111.

30
）

周
聿
峨
（
二
〇
〇
二
）

移
民
族
群
的
民
族
母

教
育
演
化
｜
新

族
母

教
育
比

」
李
元

編
『
新

人

与

代
的

』
新
加

坡：

南
洋
理
工
大
学
中

言
文
化
中
心
、
一
二
三
｜
一
二
八
ペ
ー
ジ
。

31
）

九
一
年
選
挙
に
つ
い
て
はF

ar E
astern

 
E
con

om
ic R

eview
,
S
ep
tem

b
er 12,

1991.

華
語
派
華
人
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、H

u
a
n
g
,
Jia
n
li

(2009)
“D
ilem

m
a a

n
d A

n
g
u
ish o

f th
e C

h
in
ese-E

d
u
ca
ted

,”
W
elsh

,
B
rid
g
et et al ed

,
Im
pression

s of th
e G

oh C
h
ok T

on
g Y

ears
 

in
 
S
in
gapore

,
S
in
g
a
p
o
re:

N
a
tio
n
a
l U

n
iv
ersity P

ress,
p
.338.

32
）

T
h
e
 
B
u
sin
ess
 
T
im
es
,
O
cto

b
er 14,

1991,
q
u
o
ted

 
in
 
G
eo
rg
e,
C
h
eria

n
(2000),

S
in
gapore:

T
h
e
 
A
ir-C

on
d
ition

ed
 
N
ation

,

S
in
g
a
p
o
re:

L
a
n
d
m
a
rk B

o
o
k
s,
p
.113.

33
）

国
際
同
窓
会
で
の
議
論
の
詳
細
は
、
南
洋
大
学
全
球
校
友

会
（
一
九
九
三
）『
南
洋
大
学
全
球
校
友

会
特
刊
』
吉
隆
坡：

社

料
研
究

中
心
、
第
二
部
。

34
）

王
如
明

撰
（
二
〇
〇
五
）『
呵

五
十
年
南
洋
大
学

五
十
周
年

念
一
九
九
五
｜
二
〇
〇
五
』
新
加
坡
南
洋
大
学

生

会
、
一
三
六

｜
一
三
七
ペ
ー
ジ
。

35
）

雷

（
二
〇
〇
五
）、
二
九
五
ペ
ー
ジ
。
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36
）

雷

（
二
〇
〇
五
）、
二
九
五
ペ
ー
ジ
。

37
）
『

合
早

』
一
九
九
三
年
一
〇
月
二
七
日
。

38
）

H
u
a
n
g
(2009),

p
.345.

39
）

王
如
明

撰
（
二
〇
〇
五
）、
一
九
八
｜
一
九
九
ペ
ー
ジ
。

40
）

国
相
（
二
〇
一
〇
）

南
洋
大
学
可
行
性

」
第
十
一
届
南
洋
大
学
全
球
校
友

会
工
委
会
『
第
十
一
届
南
洋
大
学
全
球
校
友

会

特
刊
』

四
六
｜
六
三
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
す
で
に
南
大
は
歴
史
に
な
っ
た
の
で
復
名
は
不
要
、
南
洋
理
工
大
学
は
母
校

を
壊
し
て
作
ら
れ
た
大
学
な
の
で
母
校
の
名
前
を
付
け
た
く
な
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
華
語
大
学
設
立
の
動
き
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
支
援
し
た
い
、

一
方
で
、
も
う
議
論
は
し
た
く
な
い
と
い
う
卒
業
生
も
い
て
、
考
え
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
方
法
で
南
大
精
神
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。

41
）

王
如
明

撰
（
二
〇
〇
五
）、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

42
）

第
十
届
南
洋
大
学
全
球
校
友

会

委
会
（
二
〇
〇
八
）

教
授
口
述
南
大
故
事
」『
南
洋
大
学
第
十
届
全
球
校
友

会

念
特
刊
』、

八
八
｜
八
九
ペ
ー
ジ
。

43
）

K
w
o
k
,
K
ia
n W

o
o
n
(2001),

“C
h
in
ese-E

d
u
ca
ted In

tellectu
a
ls in S

in
g
a
p
o
re:

M
a
rg
in
a
lity

,
M
em
o
ry a

n
d M

o
d
ern

ity
,”
A
sian

 
Jou

rn
al of P

olitical S
cien

ce
,
V
o
l.29,

N
o
.3,
p
.510.

44
）
『

切

』
第
六
期
、
二
〇
〇
三
年
四
月
号
（
双

特

：

史

声
）。

＊
本
論
文
は
二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
二
年
の
科
学
研
究
費
補
助
金
交
付
を
受
け
た
研
究
課
題
「
南
洋
大
学
の
二
五
年
｜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国

民
国
家
建
設
と
国
民
統
合
に
果
た
し
た
役
割
と
意
義
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
度
ア
ジ
ア
政
経
学
会
西
日
本
大
会

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
五
日
、
九
州
大
学
）
で
報
告
し
た
内
容
の
一
部
で
も
あ
る
。
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
会
員
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
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